












バイオマス燃料の選定にあたり、火力発電での利用が進んでいる木質ペレットの中でも、
粉砕性などの性状が石炭に近く、既存の設備(貯蔵・搬送・粉砕)を改造することなく
運用可能な「ブラックペレット(以下、BP)」を採用した。

使用するバイオマス燃料の選定
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【現有設備での利用が可能な木質ペレット】 → BPを採用(既存設備の改造・追設が不要)

【火力発電利用が想定されるバイオマス燃料】 木質チップ、木質ペレット(ホワイトペレット(WP)、BP)、PKS、
下水汚泥乾燥燃料、下水汚泥炭化燃料、廃棄物固形燃料

【火力発電利用が進んでいるバイオマス燃料】 木質ペレット(WP※、BP)
※ラボ試験等はWPも対象とした。
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①粉体燃料供給安定性
ホッパから安定的に粉体燃料を払い出すため、バイオマス混合燃料使用時はN2によるフラッ
シング流速を増加する。
適用する燃料種に対し、ラボスケールでの受払確認及び搬送性を事前確認することで、パラ
メータ(フラッシング流速・搬送流速)を推定し、実機投入することが可能。

②ガス化挙動
事前に燃料種のスラグ流下温度特性を取得し、下段O₂/C及び混合比率を設定する。
ガス化炉・SGCスートブロー圧力設定及び頻度を高め、ガス化炉伝熱面の性能を維持する。

③微量物質挙動
各微量物質の移行率評価において、SIM(熱力学平衡計算)が有効であるため、分析およ
びSIMにより、微量物質の移行を事前に評価し、運用・追加設備等を確認する。

CO2分離・回収型IGCCにおけるバイオマス大規模導入実証にて、BP混合率50cal%
を達成した。
最適化システム検討として様々なバイオマス燃料の利用が想定されるため、実証試験
等で得られた結果を反映し、バイオマス混合比率50cal%でのバイオマス混合ガス化が
可能となる最適システムを検討した。
以下の事前の評価手法や対応を実施することにより、燃料種により最適システム構築
が可能である見通しを得た。

最適システム検討結果



まとめ
大崎クールジェンはCO2分離・回収型IGCCへのバイオマス混合ガス化技術開発を
実施した。

バイオマス混合ガス化技術の実現のため、想定される技術的課題の抽出を行い、
課題解決のためにラボ試験および実機試験を実施した。各設備への影響評価等
の試験結果を基に、実証試験における運転条件・運用指標を定めた。

2024年9月より、69日間のバイオマス混合ガス化の実証試験を開始し、バイオマ
ス混合率最大50cal％での運転を達成した。

粉体燃料供給安定性、ガス化挙動、微量物質挙動において、バイオマス混合比
率50cal％のCO2分離・回収型IGCC設備の商用機の最適システムの見通しを
得た。
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